
第５７８号 ２０１９年（平成３１年）１月１５日ニ　ュ　ー　ス　専　修 （2）

　「
古
代
ア
メ
リ
カ
の
比
較
文
明
論
」（
代
表:

茨

城
大
学
・
青
山
和
夫
教
授
、２
０
１
４
〜
18
年
度
、

新
学
術
領
域
研
究
）
と
い
う
、
大
型
科
研
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
自
然
科
学
か
ら
人
文
科
学
ま
で
、

古
代
か
ら
現
代
ま
で
、
幅
広
い
分
野
の
研
究
者
が

集
結
し
て
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
文
明
を
扱
い
、

新
た
な
研
究
領
域
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
自
然
科
学
を
中
心
と
し
た
高
精
度
編
年

体
系
の
確
立
と
環
境
史
復
元
、
考
古
学
を
中
心
と

し
た
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
比
較
文
明
史
お
よ
び
ア
ン
デ

ス
比
較
文
明
史
、
歴
史
学
と
文
化
人
類
学
を
中
心

と
し
た
植
民
地
時
代
か
ら
現
代
の
先
住
民
文
化
と

い
う
四
つ
の
研
究
班
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
国
際

活
動
支
援
班
や
公
募
研
究
が
あ
り
、
代
表
・
分
担

者
と
公
募
研
究
採
択
者
だ
け
で
も
40
人
近
い
研
究

者
が
参
画
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
科
研
で
は
、
私
は
植
民
地
時
代
に
メ
キ

シ
コ
先
住
民
ら
が
書
い
た
歴
史
書
の
分
析
や
、
ア

ス
テ
カ
と
イ
ン
カ
の
歴
史
記
録
の
方
法
の
比
較
研

究
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
普
段
は
歴
史
文
書
を
地

道
に
読
む
作
業
が
中
心
で
す
。
と
は
い
え
、
前
身

と
な
る
科
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
「
環
太
平
洋
の
環

境
文
明
史
」、
08
〜
13
年
度
）
の
際
と
同
様
、
今

回
も
他
分
野
の
研
究
者
と
の
議
論
や
共
同
研
究
に

よ
っ
て
次
々
と
新
し
い
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
く

こ
と
に
驚
い
て
い
ま
す
。

　
北
中
米
に
栄
え
た
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
文
明
に
は
、

古
く
か
ら
絵
文
書
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、「
文

字
と
書
物
を
持
つ
文
明
」
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
15

世
紀
に
成
立
し
た
ア
ス
テ
カ
王
国
や
16
世
紀
の
ス

ペ
イ
ン
に
よ
る
征
服
後
が
私
の
研
究
対
象
で
す
。

研
究
成
果
の
社
会
へ
の
還
元
の
一
環
と
し
て
、
企

画
展
「
メ
キ
シ
コ
　
絵
文
書
に
見
る
古
代
文
明
の

歴
史
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
征
服
前
か
ら
植
民
地

時
代
の
絵
文
書
の
復
刻
版
等
を
展
示
し
、
学
生
や

一
般
の
見
学
者
向
け
の
解
説
を
つ
け
ま
し
た
。
パ

ネ
ル
な
ど
も
工
夫
を
凝
ら
し
、
西
洋
的
世
界
史
像

に
偏
る
の
で
は
な
く
、
地
球
上
の
文
明
・
文
化
が

も
つ
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
多
様
性
）
が
感
じ
ら
れ

る
展
示
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
５
年
間
続
い
た
本
科
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
今
年

度
で
い
っ
た
ん
終
了
し
ま
す
。
そ
の
研
究
成
果

は
、
ま
と
ま
っ
た
研
究
書
や
一
般
書
と
し
て
も
近

く
公
表
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
そ
れ
ら
の
出
版
物

も
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

南北アメリカ二大文明の記録を比較

井
上
　
幸
孝

特
別
寄
稿 

文
学
部
教
授

科
研
費
採
択
研
究
か
ら

（
い
の
う
え
・
ゆ
き
た
か
）
神
戸
市
外
国
語
大
学
大

学
院
博
士
課
程
満
期
退
学
。
博
士
（
文
学
）。
専
門

は
歴
史
学
（
メ
キ
シ
コ
史
）。
『
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
を
知

る
た
め
の
58
章
』（
編
著
）
、『
人
間
と
自
然
環
境
の

文
化
誌
』（
共
編
著
）
ほ
か
。

現地調査でマチュピチ

ュを訪問（2016年）

　
現
在
の
メ
キ
シ
コ
を
中
心

と
し
た
ア
ス
テ
カ
王
国
で
作

ら
れ
た
絵
文
書
を
紹
介
す
る

企
画
展
「
メ
キ
シ
コ
　
絵
文

書
に
見
る
古
代
文
明
の
歴

史
」
が
11
月
26
日
か
ら
12
月

14
日
ま
で
、
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
の
図
書
館
本
館
で
開
催
さ

れ
た
。
15
〜
16
世
紀
、
暦
や

儀
礼
、
歴
史
や
貢
納
品
の
記

録
を
、
色
鮮
や
か
で
独
特
な

絵
で
記
し
た
書
物
の
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
（
複
製
版
）
16
点
と

写
真
パ
ネ
ル
、
関
連
本
を
展

示
し
た
。

　
本
展
示
は
井
上
幸
孝
文
学

部
教
授
（
メ
キ
シ
コ
史
）
が

参
加
す
る
科
研
費
・
新
学
術

領
域
研
究
「
古
代
ア
メ
リ
カ

の
比
較
文
明
論
」
の
協
力
に

よ
る
。

 

井
上
教
授
に
研
究
の
概
要

と
絵
文
書
に
つ
い
て
寄
稿
い

た
だ
い
た
。

 

図
書
館
生
田
本
館
で
企
画
展

鮮
や
か 

メ
キ
シ
コ
絵
文
書

独
特
な
絵
で
記
さ
れ
た
書
物
が
展
示
さ
れ
た

　
プ
ロ
野
球
福
岡
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の
高
橋
礼
投

手
（
平
30
商
）
が
専
修
大
学

創
立
１
４
０
年
・
石
巻
専
修

大
学
創
立
30
年
記
念
事
業
募

金
に
多
額
の
寄
付
を
寄
せ
ら

れ
た
。
12
月
18
日
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
、
日
髙
義

博
理
事
長
か
ら
感
謝
状
を
贈

呈
さ
れ
た
。
高
橋
投
手
は
プ

ロ
１
年
目
を
振
り
返
り
「
全

身
全
霊
で
が
む
し
ゃ
ら
に
走

っ
た
1
年
だ
っ
た
。
今
年
は

さ
ら
に
高
い
レ
ベ
ル
を
目
指

し
た
い
」と
力
強
く
語
っ
た
。

　
佐
々
木
重
人
学
長
や
法
人

役
員
か
ら
激
励
を
受
け
た
高

橋
投
手
。
寄
付
金
は
「
野
球

部
を
は
じ
め
と
し
て
専
修
大

学
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
充
て

て
ほ
し
い
」
と
し
て
、「
後

輩
の
皆
さ
ん
の
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
を
み

せ
た
。

　
昨
シ
ー
ズ
ン
は
終
盤
か
ら

存
在
感
を
示
し
た
。
日
本
シ

リ
ー
ズ
で
活
躍
し
優
勝
に
貢

献
。
11
月
の
日
米
野
球
で
は

侍
ジ
ャ
パ
ン
に
選
出
さ
れ

た
。「
中
継
ぎ
、
先
発
ど
ち

ら
も
や
っ
て
、
あ
ら
た
め
て

勝
つ
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ

た
。
も
っ
と
体
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
な
い
と

い
け
な
い
。
来
季
の
目
標
は

新
人
王
」
と
力
強
く
宣
言
し

た
。

 

（
９
面
に
寄
付
者
芳
名
）

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
高
橋
礼
投
手
が
本
学
に
寄
付

「
後
輩
の
活
躍
に
期
待
」

高
橋
投
手（
中
央
）と
日
髙
理
事

長
（
左
）、佐
々
木
学
長

　
法
学
部
主
催
の
学
術
講
演

会
が
12
月
13
日
、
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
か
れ
、
中
国
・

四
川
師
範
大
学
法
学
院
の
張

光
雲
教
授
が
「
中
国
刑
法
に

お
け
る
犯
罪
概
念
と
今
日
的

意
味
」と
題
し
て
講
演
し
た
。

　「
刑
法
総
論
Ⅱ
」（
岡
田
好

史
教
授
）
の
受
講
生
の
ほ

か
、
大
学
院
生
や
法
科
大
学

院
生
ら
約
１
０
０
人
が
受

講
。
日
髙
義
博
理
事
長
と
四

川
師
範
大
学
法
学
院
の
唐
禝

堯
院
長
が
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

と
し
て
参
加
し
た
。
張
教
授

は
専
修
大
学
大
学
院
に
留

学
、
日
髙
理
事
長
の
下
で
刑

法
学
を
研
究
し
た
。

　
中
国
は
１
９
９
７
年
に
近

代
刑
法
の
基
本
原
則
で
あ
る

罪
刑
法
定
主
義
を
刑
法
典
に

導
入
し
た
が
、
こ
れ
と
調
和

し
に
く
い
犯
罪
概
念
規
定
が

残
さ
れ
て
お
り
、
両
者
の
関

係
を
ど
う
捉
え
る
か
が
理
論

上
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
踏
ま
え
、
張
教
授
は

中
国
刑
法
に
罪
刑
法
定
主
義

が
導
入
さ
れ
た
経
緯
、
中
国

刑
法
と
日
本
刑
法
に
お
け
る

犯
罪
論
の
枠
組
み
の
違
い
、

今
後
の
中
国
刑
法
の
課
題
に

つ
い
て
解
説
。「
現
在
、
中

国
は
旧
ソ
連
の
影
響
を
受
け

た
刑
法
理
論
か
ら
脱
却
し
、

日
本
、
ド
イ
ツ
な
ど
の
理
論

が
次
々
に
導
入
さ
れ
て
い

る
。
罪
刑
法
定
主
義
の
定
着

の
た
め
に
は
、
実
質
的
判
断

よ
り
、
形
式
的
判
断
を
先
行

さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
」
と
話
し
た
。

　
日
髙
理
事
長
は
日
本
、
中

国
そ
れ
ぞ
れ
の
刑
法
の
成
り

立
ち
に
触
れ
た
上
で
「
お
互

い
の
違
い
を
し
っ
か
り
と
認

識
す
る
こ
と
が
大
切
。
人

口
、
文
化
の
違
い
に
も
着
目

し
た
上
で
議
論
を
す
る
こ
と

が
必
要
だ
」
と
コ
メ
ン
ト
し

た
。

四川師範大の張教授

中国刑法の課題解説
法学部学術講演会

講演する張教授（右）とコメンテー

ターの日髙理事長（左端）、唐院長

　
本
書
は
、
矢
野
氏
が
生
前

に
執
筆
し
た
研
究
論
文
の
中

か
ら
、
古
代
宗
教
史
に
関
わ

る
主
要
な
論
文
18
本
を
選

び
、
収
録
し
た
約
４
０
０
㌻

に
及
ぶ
大
著
で
あ
る
。
著
者

は
、
四
十
有
余
年
の
長
き
に

わ
た
り
日
本
古
代
史
研
究
に

専
心
し
、
学
界
の
第
一
線
を

リ
ー
ド
し
て
こ
ら
れ
、
そ
の

研
究
業
績
の
刊
行
は
長
ら
く

待
ち
望
ま
れ
て
い
た
。
矢
野

氏
自
身
も
生
前
、
出
版
の
準

備
を
進
め
て
い
た
が
、
16
年

４
月
25
日
、
そ
の
日
を
見
る

こ
と
な
く
急
逝
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た
。

　
逝
去
の
後
、
故
人
の
遺
志

を
受
け
継
ぎ
、
ま
た
そ
の
業

績
を
後
世
に
残
し
て
い
く
た

め
、
矢
野
氏
ゆ
か
り
の
専
修

大
学
と
立
教
大
学
の
関
係
者

が
一
堂
に
集
い
、
編
集
と
出

版
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ

た
。
交
流
の
深

か
っ
た
荒
木
敏

夫
本
学
名
誉
教

授
を
は
じ
め
、

多
く
の
方
々
の

支
援
を
受
け
、

編
集
作
業
開
始

か
ら
２
年
半
で

よ
う
や
く
発
刊

の

日

を

迎

え

た
。

　
矢
野
氏
の
専

門
は
日
本
古
代

の
神じ

ん

祇ぎ

祭さ
い

祀し

研

究
で
あ
る
が
、

そ
の
射
程
は
広

く
、
古
代
地
域

史
、
古
代
仏
教
史
、
個
別
氏

族
研
究
、
そ
し
て
古
代
東
ア

ジ
ア
交
流
史
に
ま
で
及
ん
で

い
る
。
ま
た
、
中
国
で
「
日

本
」
国
号
を
刻
ん
だ
遣
唐
留

学
生
・
井せ

い

真し
ん

成せ
い

の
墓
誌
を
最

初
に
発
見
し
た
研
究
者
の
ひ

と
り
と
し
て
も
知
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
氏
の
多
面
的
な
研

究
に
は
、
日
本
古
代
の
宗
教

を
民
衆
社
会
と
の
連
関
の
中

で
捉
え
る
視
点
が
一
本
の
幹

と
し
て
太
く
貫
か
れ
て
い

る
。

　
ま
た
、
国
家
・
村
落
・
列

島
内
諸
地
域
そ
し
て
東
ア
ジ

ア
世
界
と
い
う
、
異
な
る
位

相
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
的

テ
ー
マ
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
点
も
際
だ
っ
た
特
徴

だ
。
古
代
宗
教
の
特
質
を
同

時
代
の
社
会
構
造
の
中
に
位

置
づ
け
た
本
書
は
、
今
日
の

古
代
史
研
究
に
お
い
て
、
極

め
て
重
要
な
著
作
と
し
て
評

価
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
発
刊
後
の
12
月
９
日
、
専

修
大
学
と
立
教
大
学
の
関
係

者
有
志
の
主
催
に
よ
り
「
矢

野
建
一
先
生
遺
著
出
版
記
念

会
」
が
都
内
で
催
さ
れ
た
。

当
日
は
約
80
人
が
集
い
、
遺

影
と
出
版
さ
れ
た
ば
か
り
の

遺
著
を
前
に
故
人
の
思
い
出

や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
合

い
、
足
跡
を
振
り
返
っ
た
。

ご
遺
族
や
本
学
の
佐
々
木
重

人
学
長
、
日
髙
義
博
理
事
長

も
出
席
し
、
和
や
か
な
会
に

終
始
し
た
。

　
出
版
の
祝
福
と
と
も
に
早

過
ぎ
る
逝
去
を
惜
し
む
声
が

次
々
に
寄
せ
ら
れ
た
。
遺
著

を
通
し
て
矢
野
氏
の
記
憶
が

生
き
続
け
る
よ
う
に
と
い
う

願
い
が
、
会
場
中
に
こ
だ
ま

し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

（
田
中
禎
昭
文
学
部
准
教

授
）

　
故
矢
野
建
一
氏
（
前
専
修
大

学
長
・
元
文
学
部
教
授
）
の
遺

著
『
日
本
古
代
の
宗
教
と
社

会
』

写
真

が
２
０
１
８
年

11
月
20
日
に
刊
行
さ
れ
た
（
塙

書
房
・
本
体
１
２
０
０
０
円
＋

税
）。
故
人
の
遺
志
を
継
ぎ
、

学
恩
を
受
け
た
人
々
が
完
成
さ

せ
た
同
著
に
つ
い
て
、
編
集
に

携
わ
っ
た
田
中
禎
昭
文
学
部
准

教
授
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
い

た
。

『日本古代の宗教と社会』刊行

故矢野建一 前学長の遺著

遺
志
継
ぐ
人
々
が
編
集

出
版
記
念
会
で
矢
野
前
学
長
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
語
る
荒
木
名
誉
教
授


